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うことで「Fly Me To The Moon」という曲を、歌詞も見せたうえで聴かせます。このあと、
サザンオールスターズの桑田佳祐の作った「月」という歌も聴かせて、この二曲から受け
る月のイメージの違いについて、意見を書かせてみました。それでいろいろ意見が出てき
て、「日本語の歌の『月』のほうが悲しげだ」という感想を多くの学生は持ちます。その
あとで、井伏鱒二の「逸題」という詩、私の大学院の恩師の論文に例に出されていたのを
私も借用したのですが、これを取り上げました。
今宵は仲秋名月、初恋を偲ぶ夜。
我ら万障くり合わせ、よしの屋で独り酒を飲む （以下省略）
ここで「『我ら万障くり合わせ』って言っているのに、『独り酒を飲む』とは、どういうこ
とでしょう？ なんでみんな飲んでるのに独り酒なのかな？」という問いかけをします。
いろいろ考えて、「みんな別々の居酒屋でそれぞれが個別に月を見ながら酒飲んでるんじ
ゃないか」、「集まってるけれども、実はみんな孤独で飲んでるんじゃないか」等、色々意
見が出てきます。
それから、「結局、日本人にとって月って何だろう？」という話へ持っていきます。そ
の時に「日本の文学の月のイメージは悲しいものなのかな」という意見が出てきて、そこ
で紹介するのが、三条院の「心にもあらでうき世にながらへば恋しかるべき夜半の月か
な」という歌です。和歌での月は、詠歌主体と月、一対一の関係で、月は自分を慰めるも
のであったり、自分の悲しみを紛らわすものであったり、思いを包み込んでくれるものな
のだということを説明します。
漢詩の例も挙げて、白居易の「三五夜中新月色、二千里外故人心」を挙げて、漢詩の場
合はどちらかというと、親しい人と月を見てその思いを共有するというところに重点があ
ることを話します。これに対して、和歌は、月と詠歌主体はあくまで一対一の関係で、自
分と月しかない世界観だという説明を行いました。
そういうことを説明して、三条院の歌を詠んだ時の詠歌背景なども踏まえて解釈をしま
す。そうすると、振り返りで「月というのは、一人になった時や、心に大きな穴が空いた
時に穴を埋めてくれるものだ」（2015）と共感して書いてくる学生も出てきます。
そういうふうに和歌が好きになってくると、「自分は最近楽しくて日常的に掛詞的なも
のを探すようになってきた」「生活に楽しみが増えたように感じる」（2015）など、新鮮な
驚きがあったということを感想で書いてくる学生もいます。この学生は最初は眠そうに聴
いていたのですが、もともと国語好きだったが古典自体はあまり好きじゃなかったという
学生で、それがだんだん回を重ねると感想が非常に深いところまでいくことも出てくるよ
うになりました。このように学生の振り返りを通して、思考が深まっていく様子がうかが
えます。
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これらの実践で、学生の反応が一番大きかったなと感じたのは、やはり文字遊び、言葉
遊びのところです。文字や言葉への興味から和歌へと惹きつけていくのが、最も効果的で、
最も容易なのではないかと感じました。子供時代に楽しんでいる言葉遊びと和歌にも共通
点があるということが分かると、和歌の学習態度が前向きになり、理解もスムーズになる
ようです。教育学部の学生であるという点から、子供にどのように教えるかという観点で
話を進めていったのですが、そのことによって当事者意識を持って授業を受けることにな
るので、学習意欲がより高まったように思いました。「古典は難解な言葉で書かれたもの、
特に和歌は高尚な文芸であるから自分とはつながりがない」と感じて、そこから多くの学
生が学習意欲を喪失していくようです。そうした先入観を取り払って、古典に興味、関心
を持たせる方法として、言葉遊びと和歌を結び付けた学習が有効だったのではないかと考
えています。
一方で反省点もありまして、アクティブラーニングが陥りがちな、「授業をした者も、
受けた者も活動に満足して、そこから新たに自力で学んでいくという方向にいかない」と
いうことがあげられます。知識が定着しているのだろうかと疑問に思うところもありまし
た。何人かの学生は講義終了後、レポートを書いてきたら、授業で聴いたことを書いてい
なかったのです。それから、学習を通して、作品の深い理解にまでいったのかどうか、懸
念しているところがあります。講義では題詠についても教えたのですが、「和歌は実感を
読むもの」という先入観が非常に強くそれを切り崩すのが非常に難しかったです。先入観
を切り崩せたかどうかはいまだに自信がないところで、今後の課題としたいと思います。
今後はさらに、学生が自分から知識を取りに行こうと考える仕掛けを作る必要があると
感じています。ほかにも学習を発展させて、今度は量を読ませるのが良いのではないかと
いうことも考えています。講義では、学生の苦手意識を少し取り除くことができたという
ことに過ぎません。より深く学び研究する態度に到らせるには、まだまだ程遠い現状です。
今後はより高次な学びへとつなげるようにしたいと考えています。
私の発表は以上です。ありがとうございました。
